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皆様、あけましておめでとうございます。新年

を迎え、謹んでお慶び申しあげます。

さて、2024年の年頭にあたり、一言ご挨拶申し

あげます。

私事ですが、秋田商工会議所の会頭に就任し、

早いもので一年二カ月が経過いたしました。

初めてのことでしたので、走りながら全力で取

り組んでまいりましたが、昨年は社会経済環境が

大きく変化した一年でした。

皆様ご承知のとおり、新型コロナウイルス感染

症が５類へ移行したことに伴い、大型クルーズ船

の寄港が再開し、秋田港では昨年、過去最高の 

23回の寄港を受け入れ、中心市街地でも数多くの

外国人観光客が行き交う光景が見受けられました。

また、５月の「これが秋田だ！食と芸能大祭典」を

皮切りに多くの大型イベントが４年振りに通常開

催され、久しぶりに街に賑わいが戻ってまいりま

した。

また、年末には、秋田空港と台湾・桃園国際空

港を結ぶチャーター便の運航が開始され、冬季観

光の振興と春以降の運航について期待が高まって

おります。

さらに、昨年一月に商業運転が開始された秋田

港湾内の洋上風力発電に続き、先月には第二ラウ

ンドに当たる「男鹿市、潟上市、秋田市沖」の一般

海域での洋上風力発電事業者が選定されたほか、

秋田市沖の一般海域についても、秋田市が新たに

国の「促進区域」への指定に向け検討を進めている

など、本県経済の活性化につながる明るい話題が

続いております。

一方、地域中小企業を取り巻く環境は、エネル

ギー価格や物価の高騰、人件費の引上げなどによ

る経営コストの上昇、取引価格の適正化、人口減

少による採用難などの課題が山積しており、中小

企業が乗り越えていかなければならない課題は多

岐に渡っている状況にあります。

特に、年末に国立社会保障・人口問題研究所が

発表した人口推計では、2050年の本県人口が2020

年と比べ全国最大の41.6％減少、生産年齢人口に

至っては2020年比52.3％減少という非常にショッ

キングな内容となっており、当所としても深刻に

受け止めております。

もはや、「人手不足は採用で補う」という考えだ

けでは解決できる問題ではありません。

日本商工会議所が先月取りまとめた「これから

の労働政策に関する懇談会」の中間レポートでは、

「徹底した省力化」「徹底した人材育成」「徹底した

人材の多様性」の３つのチャレンジに取り組み、「少

数精鋭の成長モデル」に自己変革していく姿を目指

すべきだと訴えております。

秋田商工会議所は、私が2023年度に掲げた５つ

の重点事業である「カーボンニュートラルへの取

組み」「中心市街地の活性化」「秋田港の港湾機能の

強化」「中小・小規模事業者の経営支援」「環日本海

交流の推進」に今年も鋭意取り組んでまいります

が、特に人口減少問題については、全国一の減少

率が予測されているからこそ、力を入れて取り組

んでまいりたいと考えております。

本年も会頭就任時に掲げた目標である「将来へ向

け希望の持てる秋田の創造」へ向け、会員企業の皆

様とともに英知を結集して行動してまいります。

今年一年、商工会議所活動に対するご支援とご協

力をお願い申しあげますとともに、皆様にとりま

して飛躍の年となるようご祈念申しあげ、年頭の

挨拶といたします。

秋田商工会議所

会頭　辻　　良之
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明けましておめでとうございます。
2024年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

【時代の転換を図るチャンスの年に】
さて、昨年の経済社会情勢は、内外ともに不透明

さと緊迫の度が増した１年でありました。世界では
ロシアによるウクライナ侵攻の長期化に加え、中台
間の緊張、イスラエルとパレスチナ武装勢力間の衝
突も深刻化するなど地政学リスクが増大する１年と
なり、国内ではアフターコロナで緩やかに景気が回
復するものの、１ドル＝150円前後の歴史的水準に達
した円安や41年ぶりの上昇率を記録した消費者物価・
エネルギー価格の高騰の影響、深刻さを増す人手不
足など、依然として厳しい状況にあります。本年も、
先行き不透明な状況が続くことは一定程度覚悟しな
ければなりません。

一方、コロナ禍を乗り越え、社会経済活動の正常
化が加速したことで、設備投資意欲が顕在化し、約
30年ぶりの高い賃上げが実現されるなど、時代の転
換が萌芽しています。今こそ、デフレ経済からの完
全脱却、成長と分配による経済好循環を実現してい
く絶好のチャンスにしなくてはなりません。

政府におかれては、岸田内閣が掲げる「新しい資本
主義」の成長戦略を確実かつ速やかに実行に移すこと
で、生産性向上に裏付けされたモデレートな物価上
昇、構造的な賃金上昇を実現し、持続的な成長型経
済への転換を果たしていくべきであります。短期的
利益に拘泥することなく、中長期の安定的経済発展
のための「攻めの経済」、すなわち成長基盤の強化に
寄与する政策に国家資源を集中し、官民一体となっ
て、グローバル競争を勝ち抜く足腰の強化を図るこ
とが重要だと考えます。昨年の総合経済対策では、
中小企業のチャレンジを支援する方針が明確に示さ
れ、エネルギー高騰や物価高対策に加えて、潜在成
長率の底上げに資する対策も多く打ち出されました。
あとは実行あるのみです。

【「停滞」から「成長」へ】
当然のことながら、われわれ民間も政府に環境

整備を求めるだけでなく、「停滞」から「成長」へとマ
インドを切り替えるとともに、時代の大きな変化を

的確に捉え、自己変革に挑戦していかなければなり
ません。創意工夫に知恵を絞り、絶えざるイノベー
ションや事業の再生、再構築にまい進し、人や設備
への投資を活性化させることが、経済全体としての
新たな雇用の拡大、賃金増、さらなる需要増といっ
た好循環を産み出すことにもつながります。また、
原材料や光熱費、労務費などの原価を吸収し、適正
な利益を確保するためには、「取引価格の適正化」が不
可欠であります。引き続き、「パートナーシップ構築
宣言」の実効性向上に向け、価格協議・価格転嫁が商
習慣として定着するよう、われわれとしても粘り強
く取り組んでまいります。

【125万会員のネットワーク力を生かす】
日商会頭に就任し、１年と２カ月が経過しました。

この間、副会頭11商工会議所を訪問するとともに、
各ブロックの総会や青年部、女性会の全国大会にも
参加し、地域の第一線で活動されている会員事業者
の皆さまと意見交換する機会に恵まれ、多くの示唆
を頂きました。この場をお借りして、心から感謝申
し上げます。また、昨年６月に日韓商工会議所首脳
会議を開催し、10月には、４年ぶりとなる経済ミッ
ションを率いてフィリピン・マレーシア・シンガポー
ルを訪問し、民間経済外交を本格的に再開していま
す。「原点は対話である」が私の信条であり、本年も可
能な限り各地を訪問し、国内外の皆さまとの対話を
重ねるとともに、経営指導員など現場により近い方々
の声も踏まえ、活動の軸である「現場主義」「双方向主
義」を実践してまいる所存です。

われわれ商工会議所の最大の強みは、全国515商工
会議所125万会員のネットワークであり、中小企業が
直面する課題が複雑化する中、このネットワーク力
を最大限に生かした行動が必要です。2025年には大
阪・関西万博が控えており、地域の多様な主体の連
携拠点として、全国的な機運の醸成を図るとともに、
ビッグイベントを新たな成長につなげていく動きを
強力に後押ししてまいります。本年も「地域とともに、
未来を創る」理念のもと、地域経済が再び成長と分配
の好循環や豊かさを実感できるよう、515商工会議所
の総力を結集してまいりたいと存じます。皆さまの
一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。

日本商工会議所

会頭　小林　　健
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秋田県知事

佐　竹　敬　久

また、本県への誘致企業については、秋田市を中
心にＩＣＴ関連企業の立地決定が進んでいるほか、
能代港に続き秋田港における洋上風力発電所が営業
運転を開始するなど、本県の強みを生かした動きが
加速してきております。
こうした流れを確かなものとするため、物価高に

よる影響を緩和させる対策を機動的に実施するとと
もに、洋上風力発電を始めとする再生可能エネルギー
などの成長分野への参入支援や、人材の確保・育成
に向けた取組など、本県産業の競争力強化に向けた
施策・事業を積極果敢に展開してまいります。
貴会議所におかれましては、地域経済活性化のけ

ん引役として今後もより一層のご尽力を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。
結びに、新しい年が皆様にとって希望に満ちた飛

躍の年となりますようご祈念申し上げ、年頭のごあ
いさつといたします。

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの

ことと、心からお慶び申し上げます。
昨年を振り返りますと､ 世界的な異常気象に加え、

エネルギー資源や食料品等の価格高騰、さらには記
録的な円安に見舞われ、県民生活や事業活動に大き
な影響を及ぼしていることから、県では経済の下支
えと活性化に取り組んでいるところであります。
秋田商工会議所におかれましては、物価高騰対策

とともに、７月の記録的な大雨により被害を受けた
事業者に対する相談体制の構築や、価格転嫁の円滑
化と賃金引き上げを積極的に支援するなど、県民生
活や事業活動の早期再建にご尽力いただき、深く感
謝申し上げます。
県内経済につきましては、堅調な個人消費やサー

ビス業の持ち直しの動きが続いているほか、最低賃
金が現行制度導入以降で最大の上げ幅で引き上げら
れるなど、景気は回復基調にあります。

年頭のごあいさつ
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秋田市長

穂　積　　　志

あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの

こととお喜び申し上げます。
また、日頃から、本市市政にご理解とご協力を賜

り厚くお礼申し上げます。
さて、長く続いたコロナ禍も感染症法上の位置づ

けが引き下げられ、社会経済活動も回復しつつあり
ましたが、昨年７月に豪雨災害が発生し、甚大な被
害をもたらしました。本市といたしましては、事業
継続・拡大につなげるための各種支援策の実施や、
豪雨災害で被災した事業者の方々へ県の再建支援補
助金に上乗せして補助するなど、引き続き皆様を支
援してまいりたいと考えております。
また、人口減少・少子高齢化が進み、昨年11月に

は本市の推計人口が30万人を下回るなど厳しい情勢
の中にあって、本市では、ＩＴ関連を中心とした企
業誘致や、洋上風力発電をはじめとする再生可能エ

ネルギー関連産業の推進などを通じて、人口減少な
どの課題に対応していきたいと考えております。
皆様におかれましては、本市産業の振興と発展に

ご尽力いただいていることに改めて感謝申し上げま
すとともに、将来にわたり希望の持てる秋田を創造
していくため、引き続き皆様のご理解とお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。
今年の干支「甲辰（きのえたつ）」について、「甲」は生

命や物事の始まりと成長を意味し、「辰」は「振るう」と
いう文字に由来し、万物が成長して活力が旺盛な様
子を表しているそうです。コロナ禍や豪雨災害など
の厳しい時期を乗り越えて、これまでの努力が実を
結び、飛躍するような年となるよう期待を込めると
ともに、秋田商工会議所のますますのご発展と、会
員の皆様のご健勝を祈念申し上げ、年頭の挨拶とい
たします。
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副会頭  佐野  元彦 副会頭  石井  資就

キーワードは
「シェア」 失策からの脱却

昨年は、猛暑・豪雨をはじめ、あらゆるイレギュラーの１年
でしたが、そんな中、今もって問題を拡散し続けるのが、円安
問題です。
今年の金融政策の核は、世紀の失策であった「マイナス金利政
策」解除の行方。俗に、円安～株高～景気向上を誘発すると言わ
れるマイナス金利が、本当の意味で、昨今の日本経済にもたら
したものは、果たして何なのか？
円の無価値化、外国人就労者の日本離れ、そして物価高とイ

ンフラ高騰であり、潜在的影響として、企業間の競争力低下も
あります。
その企業毎の個の努力に関係なく、運転資金調達が可能（＝楽）
になった事で、如何にして生き残るか…という理念や戦略を必
要としなくなった様な気がするのです。 
その昔、日本が高度経済成長を遂げた根底にあるのは、這い
上がる強さ＝不屈の精神力と戦略眼…ではなかったでしょうか。 
今その灯（ともしび）が、見失われている様な気がします。
いずれにせよ今年の経済政策からは、ひと時たりとも目が離
せません。
我々会議所一同も、秋田を支える経済人の一員としての自覚

を持ち、広く深い視野に基づき、秋田にとって、中長期的に何
が大切か…を常に念頭に置き、諸活動に勤しみたいと存じます。 

人口減少が止まらない。昨年の日本の出生数は80
万人を割り込み、秋田県では5000人を下回った。こ
の人達が20年後の就業人口を構成する。そんなに先
を見なくても、昨今の人材不足は深刻度を増している。
そのような中、全日空と日航が地上業務員の資格認

定を統一するとの報道に接した。私の業界でも、医薬
品卸の配送を個別配送から共同配送にできないか、検
討されている。自社を顧みても、全ての業務をフルス
ペックで抱え込むことに疑問を抱くようになってきた。
同業者との競争は企業のダイナミズムを保つため

に必要なことではあるが、生産年齢人口が圧倒的に
不足するという状況を鑑みるに、社会に必要な機能
提供を業種・業界として維持するという考え方に立
つことが必要だろう。
共同・協働や業務委託、役割分担と連携など、「シェ

ア」という観点で考えてみると、目から鱗の解が導き
出されるに違いない。兼業や副業も、能力のシェア
と捉えることができる。自社や社会全体を「シェア」
という視点で見つめ直してみませんか。
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ＡＩと人間中心主義 日々新たに

副会頭  猿田  知久副会頭  佐藤  裕之

あけましておめでとうございます。
2017 年、コンピュータが将棋の名人に勝って
大騒ぎになりました。あれから僅か 6 年。今や
「ChatGTP」などの「生成ＡＩ」が、仕事のあり方
だけでなく、社会のありように激震を与え始めて
います。この12月、ＥＵでは、ＡＩの利用を制限し、
違反者に巨額の制裁金を課す法案が大筋で合意さ
れました。人間中心主義を全否定しかねないＡＩの
出現です。ギリシャ哲学や聖書の教えが染みこみ、
ルネサンスも経験した欧州が、いち早く過剰反応
するのは当然なことですが、対岸の火事にあらず。
私たちも直ちに、「人間たる己」に関わることとし
て捉え、考えなければなりません。己の生業、秋
田の経済、日本の行く末、新たなＡＩの問題…悩
みが多くて大変ですが、一生懸命考えて、自分な
りの解を見い出し続ける一年にしたいと思います。
本年もよろしくお願いします。

辻会頭が就任されてからのこの1年、常議員・議
員の皆様をはじめとし商工会議所活動に多大なご
理解ご協力を賜り心から感謝申し上げます。
私にとっては会議所の活動の中で新たに学ぶこ
とや知ることが多々あり、これからの秋田のため
に問題意識をより高めることが出来ました。また
人として一経営者としても研鑽を積む機会を頂い
たと感じております。
世の中の変化は益々早く激しく、これまでの経
験則や前例踏襲が通じなくなってきていると感じ
る方も多いと思います。秋田商工会議所の活動・
サービスは多岐に渡り、職員・経営指導員の手厚
いサポートもあり、会員企業の皆様のお役に立て
ることが必ずあると思います。皆様の益々の御発
展を心より願い、日々新たな気持ちで副会頭職務
に臨んで参ります。

〈順不同〉
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給 排 水 衛 生 設 備
設 計 ・ 施 工
ITソリューション事業
水 道 施 設 運 営 管 理
風力発電機メンテナンス

羽後設備㈱
代表取締役社長

佐  藤  裕  之

【本　社】
〒010-0917

秋田市泉中央二丁目2番29号
 TEL 018（863）0202（代表）
　 FAX 018（863）0205

Yamani

これまでも、これからも
未来を創造し続ける企業

山二建設資材株式会社
・建設資材販売
・各種専門工事請負
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八
）八
六
三
│
三
六
〇
二

株
式
会
社

イ
ト
ー
鋳
造

代
表
取
締
役
社
長  

伊

藤

源

通

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反

一
七
〇
番
地
七
三
号

℡  〇
一
八
（
八
〇
一
）
一
一
〇
〇

愛
飲
御
礼
。

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

秋
田
市
東
通
仲
町
四
│
一
ア
ル
ヴ
ェ
７
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
二
（
二
二
七
）
七
三
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
二
（
二
二
七
）
五
八
二
四

秋
田
支
店
長  

松

村

祐

介

未
来
の
環
境
づ
く
り
に
、私
達
が
お
手
伝
い

営
業
品
目

建
設
資
材
・
機
器
販
売
・
農
業
・
不
動
産
業

東
北
バ
ル
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

脇

屋

憲

一

本

社

☎
〇
一
〇
│
〇
八
二
二

秋
田
市
添
川
字
境
内
川
原
二
二
八
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
三
五
│

一
一
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
三
四
│

六
三
〇
四

〒010－1415
秋田市御所野湯本 4－1－4
TEL（018）826 － 1181
FAX（018）826 － 1182

株式会社
五十鈴製作所秋田工場

ユ
ー
ア
イ
警
備
保
障
株
式
会
社

秋
田
市
山
王
二
丁
目
一
│

五
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│

八
六
七
│

一
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
│

八
六
七
│

一
〇
〇
五

代
表
取
締
役

小

畑　
　
　

悟

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

10
年
賀
広
告

12
年
賀
広
告

14
活
力
あ
る
秋
田

16
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告



〈順不同〉

秋
田
支
店
長

姫

野
　
　
　
忠

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
一
五
号

電
話
番
号
〇
一
八
―
八
六
二
―
八
四
二
一

執
行
役
員  

秋
田
支
社
長

井

料

青

海

〒
〇一
〇
―
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
七
丁
目
一
│
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
三
六
│
三

☎   

（
〇
一
八
）
八
六
三
│
一
九
八
六

秋
田
事
業
本
部

乾
燥
機
の
か
わ
り
に
コ
タ
ツ
を
つ
か
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

事
業
本
部
長

小
山
内  

敦

秋
田
信
用
金
庫

理
事
長

菅

原
　
　
　
浩

相
談
役

平

野

敬

悦

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
│
一
八

☎
八
六
六
│
六
一
七
一
㈹

代
表
理
事

金

森

幸

志

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
二
〇
番
地
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
七
│
八
五
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
七
│
八
五
五
〇

協
業
組
合

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
商
会

協同
組合

〒010-0001 秋田市中通四丁目７番35号

☎018-833-1855 ㈹
http://www.akitashiminichiba.com/

プロの目利きが光る！
信頼の品揃え！

理事長   進 藤 政 弘
秋田市民市場

株
式
会
社

秋
田
県
分
析
化
学
セ
ン
タ
ー

豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
環
境
へ
の
貢
献

代
表
取
締
役
社
長

佐

藤

秀

治

本
社   

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
│
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
六
二
）四
九
三
〇

秋
田
市
泉
北
３
丁
目
４
―
20

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
―
８
６
２
―
７
９
４
７

私
た
ち
と
係
わ
る
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
を
建つ

設く

る

代
表
取
締
役

加

藤

俊

介

〒010－0921
秋田県秋田市大町3丁目4－1
マニュライフプレイス秋田8階
TEL（018）862 － 6193
FAX（018）865 － 5189

（株）JTB秋田支店

㍿
ユ
ア
テ
ッ
ク

執
行
役
員
支
社
長

中

西　
　
　

仁

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
│
九

☎
（
〇
一
八
）
八
六
二
│

三
八
二
一
㈹

秋
田
支
社

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
９
│
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
二
三
│
〇
一
一
一
㈹

〒
010－0061

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
秋
田
支
社

支
社
長

阿

部

久

光

代
表
取
締
役
会
長

辻
　
　
　
良

之

代
表
取
締
役
社
長

吉

田
　
　
　
進

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│

九
二

〇
一
八
│

八
二
三
│

四
六
四
五

富
士
フ
イ
ル
ム
B
I
秋
田
株
式
会
社

これからも
医療とＩＣＴを
つなぐ

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
４
番
１
号

〇
一
八（
八
六
四
）一
五
六
一

北
畠

寿
人

秋
田
県
鐵
構
工
業
協
同
組
合

理  

事  

長  

齋

藤
　
　
　
靖

副
理
事
長  

熊

谷

隆

雄

副
理
事
長  

藤

澤

正

弘

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
六
三
）九
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
六
三
）九
九
九
五

ハ
ウ
ス
ド
ク
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

前

田

章

彦

本
社  

秋
田
県
秋
田
市
泉
南
一
丁
目
一
番
六
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
１
８
│
８
６
４
│
４
６
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
１
８
│
８
６
４
│
４
７
０
１

秋
田
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
指
定

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

谷

村

広

和

秋
田
営
業
部
長

佐

藤

茂

正

秋
田
営
業
部

【
住
所
】
秋
田
市
寺
内
字
神
屋
敷
二
九
五
ー
四
九

【
電
話
】
〇
一
八
ー
八
四
六
ー
三
六
七
〇

Wリーグ参戦3年目となる今シーズン
アランマーレ秋田は
プレーオフ進出を目指します。

11
年
賀
広
告

13
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

15
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

17
行
事
予
定

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告



〈順不同〉

秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
番
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
―
三
五
五
一

秋
田
県
信
用
組
合

会

長

北

林  

貞

男

理
事
長

藤

原  　
　

保

秋
田
市
茨
島
四
丁
目
三
番
三
六
号

電

話
〇
一
八
（
八
六
四
）
五
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長

西

村

幸

彦

株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
プ
ラ
ザ

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

秋
田
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

エ
ネ
オ
ス
茨
島
給
油
所

茨
島
自
動
車
整
備
工
場

山二グループ

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

秋
田
支
店

支
店
長

澤

村
　
　
　
誉

秋
田
市
中
通
四
丁
目
四
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
八
│

八
三
六
│

八
五
七
四

秋
田
市
新
屋
勝
平
町
一
三
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
四
│
六
九
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
四
│
六
九
九
二

漏
水
か
ら
あ
な
た
の
財
産
守
り
ま
す

㍿
ヨ
シ
ダ
ア
ニ
ー

株
式
会
社   

秋
田
放
送

本
社
010
│

8611
秋
田
市
中
通
七
丁
目
一
│
一
│
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
二
六
│
八
五
三
三（
総
務
部
）

立

田
　
　
聡

代
表
取
締
役

社

長

総
合
建
設
業

中
央
土
建
㍿

代
表
取
締
役

伊

藤

久

嗣

〒
010
│

0921
秋
田
市
大
町
一
丁
目
三
│
八

　
　
　
　

秋
田
デ
ィ
ラ
イ
ト
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
九
三
）五
八
四
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
九
三
）五
八
四
四

U
RL : https://w

w
w.chuoudoken.co.jp

先
駆
す
る
キ
ャ
リ
ア
と
実
績

代
表
取
締
役
社
長

木

村
　
　
　
仁

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
三
六
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
二
│
三
二
五
一

代
表
取
締
役
社
長

長

野

高

則

秋
田
市
御
所
野
湯
本
三
丁
目
一
番
七
号

☎（
〇
一
八
）
八
八
九
│
八
七
〇
〇

秋
田
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㍿

本年もどうぞ
　よろしくお願い申し上げます。

株式会社モトーレン秋田

代表取締役 三浦 廣巳
秋田市仁井田二ツ屋1-10-40
TEL. 018-833-9449
FAX. 018-835-7992

秋
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

近

江

則

夫

代
表
取
締
役
社
長

加

藤
　
　
　
裕

秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
四
│
一
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
六
四
）八
九
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
六
五
）〇
九
二
二

秋
田
支
社
長

永

山

勝

一

秋
田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

所

長

佐
々
木

俊

行

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
二
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
│

八
六
二
│

四
三
六
三

鹿
島
建
設
株
式
会
社

秋
田
営
業
所

互
大
設
備
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

脇

屋

憲

一

本
社

秋
田
市
添
川
字
境
内
川
原
二
二
八
―
二
七

☎
八
三
三
―
九
二
七
〇

秋
田
市
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長
　
　
伊

藤

和

宏

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
二
三
│
三
九
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
│
八
六
二
│
九
九
四
八

〒
010
│

0941

も
の
づ
く
り
の
ご
相
談
な
ら
…

秋
田
シ
ー
ル
印
刷
㍿

代
表
取
締
役
社
長

小
笠
原
　
　
　
隆

秋
田
市
茨
島
二
│
一
四
│
八

☎
八
六
二
│
三
七
二
七

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

南
部
家
敷
グ
ル
ー
プ
統
括
本
社

  

秋
田
県
秋
田
市
雄
和
田
草
川
字
鱸
一
五
五
│
五
五

電

話
〇
一
八
│
八
八
一
│
三
五
五
五
番

〒
010-
1201 代

表
取
締
役
社
長

葛

巻

隆

逸

そ
ば・天
ぷ
ら・稲
庭
う
ど
ん・う
な
ぎ

代
表
取
締
役
社
長   

宇

野

寿

人

代
表
取
締
役
副
社
長   

伊

藤

元

範

秋
田
市
山
王
三
丁
目
四
番
二
三
号

℡
（
〇
一
八
）八
八
三
│
〇
二
〇
〇

株式
会社

フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

お
か
げ
さ
ま
で
50
年

代
表
取
締
役  

木

村

昌

永

〒

秋
田
市
河
辺
和
田
字
和
田
三
七
―
九

電

話  （
〇
一
八
）
八
八
二
―
三
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
〇
一
八
）
八
八
二
―
二
五
四
三

019-
2601

住
宅
資
材
総
合
セ
ン
タ
ー

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告

12
年
賀
広
告

14
活
力
あ
る
秋
田

16
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

10
年
賀
広
告



〈順不同〉

代表取締役社長  相場　栄利

ガスを通じて皆様の地域社会の
　　発展と豊かな暮らしに奉仕する

〒010－8520  秋田市楢山登町1番20号
　　　　　☎ 018－833－8766
http://aibashouten.co.jp/

株
式
会
社

北
日
本
オ
フ
ィ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

顧
　
　
　
　
　
問  

岸

部

恵

一

代
表
取
締
役
社
長  

岡

竹

博

昭

秋
田
市
卸
町
四
―
七
―
七

☎
（
〇
一
八
）八
六
二
―
六
一
六
九

小
笠
原

孝

史

執
行
役
員

秋
田
支
店
長秋

田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

奥羽住宅産業株式会社
0120-444-877
URL http://www.o-u.jp/

バリトン伊藤さん

★もちは餅屋へおまかせ！★

住宅リフォームのプロ集団

代
表
取
締
役

大

内

睦

子

秋
田
市
中
通
二
│

三
│

八（
ア
ト
リ
オ
ン
ビ
ル
８
階
）

☎
０
１
８（
８
３
２
）６
７
８
９

０
１
８（
８
３
２
）６
８
６
４

秋
田
銘
菓

代
表
取
締
役

正

木

孝

輝

常
務
取
締
役

柏

谷

隆

一

秋
田
市
下
浜
羽
川
字
下
野
２
番
地
４

電

話
（
０
１
８
）
８
８
１
│
５
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
７
９
│
２
５
８
３

総
合
建
設
業
（
造
園
・
土
木
・
維
持
管
理
）

エ
コ
シ
ビ
ル
株
式
会
社

Civil Engineering
      &     Ecology

秋

田

市

中

通

２
│
５
│
21

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０（
３
３
８
５
）７
１
２
３

秋
田
支
店
長

福

田

宏
次
郎

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋
田
株
式
会
社

辻

本

光

雄

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
九
番
二
号

Ｔ
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外国人材受入相談窓口開設中 【企画振興課 TEL.866-6679】



経営に役立つ「WEBセミナー」無料配信中！！
経営実務や税務、経理、人材育成など700以上のセミナーを配信しています。パソコンやスマートフォンで、いつ
でもどこでも視聴可能です。経営支援情報の入手、社内研修、自己啓発などに是非ご活用ください。

オススメのセミナー
◎ 会社を存続・発展させる高収益化計画セミナー
～将来の不安を「前向きな経営」に変える～（37分）
　原材料高騰や人件費上昇圧力など経営環境が厳しさを
増すなか、会社を存続、発展させるためには5年先の数
値目標を設定し、現状と目標のギャップを埋める構造的
な変革が必要です。自社を高収益体質にするために、ど
こから着手し、どのように実現していくか、具体的な事
例を交え解説します。

◎価格交渉の極意（43分）
　輸出企業の業績は回復基調で受注が増えている会社も
ありますが、競争が激しい業界の企業は受注単価を引き
上げることが難しい状況です。このセミナーではインフ
レや原料高騰のなか「販売価格を上げる」「仕入れ価格を
調整する」などの価格交渉を有利に進めるためのポイン
トを学びます。

※ご視聴は…https://www.akitacci.or.jp/post-13927/  ※問い合わせ先：秋田商工会議所 経営支援課 ℡  866-6677

求人・採用・職場定着対策セミナーのお知らせ
【日　　時】2024 年２月 15 日（木）13：00 ～14：30
【会　　場】アキタパークホテル
【内　　容】テーマ：求人・採用・職場定着対策のポイント

講　師：㈱LM＆C　代表取締役　宮子　智子　氏
（社会保険労務士、産業カウンセラー）

【対　　象】経営者、総務人事担当者等
【申 込 先】ホームページhttps://akita-koyou.org/または右の２次元コードから→
【お問合せ】秋田雇用開発協会 事務局（秋田商工会議所内）担当：澤口

TEL：866-6677　メール：ak-koyo@akitacci.or.jp
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新型コロナに関する国の支援策を総覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナ対策サポートナビ　検索
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あけましておめでとうございます。
昨年度、令和5年は、秋田公立美術大学開学10周

年という大きな節目を迎えるにあたり、ミルハスを
会場に記念講演や祝舞と絵画のセッション、厳粛な
記念式典、文化創造館における教員・卒業生・学生
による展覧会「美大10年」（あきび10年）を開催するこ
とができました。テーマとなる「これまでの10年」か
ら未来への「これからの10年」についても、これまで
の方向性に新たなビジョンを加え、より成長した夢
のあるプログラムとして膨らませてお伝えしていき
たいと思っています。

10周年の成果ではありませんが全国からの受験生
が徐々に増え、学生の約8割は他県からの出身者で、
さらに卒業後も秋田県内の企業に就職する希望者が
増えているという秋田の魅力かもと思ってしまう状
況のようです。

この大学の基本理念の一つに、「新しい芸術領域を
創造し、挑戦する大学」があります。都会の国宝や重
要文化財を、いつでも目にすることができる博物館や
美術館などのある環境と違って、秋田には自然を背景
とした地域文化の持つユニークさや他では真似のでき
ない本物の資源があることに気が付きます。どちらも
研究には欠かせませんが、存在理由とともにリアルが
あります。本当の世界から学びとり、自分の言葉を発
する。表現にするまでの領域を越えた研究、新しい芸
術に向けて新しい視点に立った研究ができるのも魅力
の一つです。

古い歴史を持つ秋田市には大きな古民家が多く、
それらは空き家になっているという話をよく耳にし
ます。しかもそれぞれが近い範囲で残っていますの
で、身勝手なことは言えませんが大切なものが消え
ていくように思います。例えば、その地域の道路に
制限を設け歩行者優先の道路にすることで「スローな
文化的空間」と共にゆとりある時間が生まれ、人がた
ずねてきます。また、大学やガラス工房なども点在
している新屋地区では、古民家を活用した、陶芸体
験、漆体験、テキスタイル体験などができる、または、

活力ある秋田活力ある秋田

新しい価値の創造
　「スローな道と

交流の拠点となる街」

海外の旅行者などが学べるという機能を持つ地域密
着型文化施設などが考えられ、地域の活性化が進む
ように思うのです。

また、そこでは他大学の海外からの留学生が滞在
できるように枠を広げ、秋田だからこそ、日本の伝
統工芸を交流体験することはとても意義のある事に
なるのではと思うのです。

秋田の魅力は、今までのものを活用してこそ、新
しい付加価値が付いてくるようです。

終わりに、日頃ご後援いただいている商工会議所
の皆様、「フューチャー・アーティスト基金」につき
ましても多大なご寄付をいただき、誠にありがとう
ございました。これまであきびネットを中心に総額
1,600万円を超えるご協力をいただきました。これら
は学生への支援として長期海外留学等への支援、新
入生への奨学金支給、各種展覧会で表彰された学生
への奨励金、絵本プロジェクトツアーの実施、国内
各芸術祭視察への助成等学生の芸術活動等を積極的
にサポートしてまいります。

今後も、本学の活動に期待をしていただき、また
皆様のご支援ご鞭撻があってこそ「これからの10年」
は創造されていくものと思っております。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

■略歴

昭和54年3月	 東京藝術大学大学院 修了

平成 3 年4月	 新潟大学教育学部助教授

平成 8 年9月	� 文化庁在外研修（イタリア・ミラノ・ブレ

ラアカデミア美術学校留学）

平成 9 年4月	 東京藝術大学美術学部彫刻科助教授

平成15年4月	 東京藝術大学美術学部副学部長 

平成19年4月	 東京藝術大学美術学部彫刻科教授

平成21年4月	 東京藝術大学理事・副学長・教授

平成28年4月	 東京藝術大学学長特別補佐・教授

令和 2 年3月	 東京藝術大学を退官

	 東京藝術大学名誉教授

令和 5 年4月	 秋田公立美術大学理事長兼学長（現職）

北
きた

  郷
ごう

  　  悟
さとる

 氏公立大学法人 秋田公立美術大学　理事長兼学長
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もしもの備えに、業務上・業務外を問わず24時間保障～生命共済制度 【検定・共済推進課 TEL.866-6678】



ロボット化への取組みについて
～運輸交通部会～

11／28

15 名が参加しホール 80 にて開催。清水建設㈱
NOVAREリサーチフェローの印藤正裕氏を招き、「省
力化・効率化をかなえる自律型ロボット」をテーマ
に懇談。建設業界が抱える課題に対応するため、自
社のロボット開発への取組み、建設ロボット導入の
メリットや問題点について説明した。
ロボット化の取組みを進めるうえで、作業分析を
行った結果、4種類（①建設材料の搬送、内装材・
設備の揚重と搬送、②躯体鉄骨の溶接作業、③ＯＡ
フロアーの取付作業、天井ボード貼り、④構造体鉄
骨の耐火被覆吹付）のロボット開発を 2016年度に
開始。実証を進め、麻布台ヒルズ建設へ導入された。
印藤氏は、「建設ロボット導入のメリットとして、

『技能労働者の安全性が向上し、苦渋作業が軽減され
る』『生産性向上』『工事品質向上』『技術の伝承が可能』
の4点が挙げられる。
一方で開発・導入コ
ストが大きいなどの
課題があり、業界全
体で取組みコスト低
減を図る必要がある」
と述べた。

起業後の連携と交流機会の創出
～起業者交流会～

12／6

起業後3年以内の事業者等を対象に、交流機会
の創出と連携による経営課題の解決を図るため、秋
田県信用保証協会と㈱日本政策金融公庫秋田支店
との共催によりイヤタカで開催し、32名が参加。
先輩起業家によるセミナーや参加企業のＰＲブー
ス設置による事業内容紹介のほか、名刺交換しな
がら交流会を行った。
セミナーでは稲とアガベ㈱
代表取締役の岡住修兵氏をゲス
トに招き「稲とアガベの挑戦〜
男鹿のまちを未来につなぐため
に」と題して講演をした。岡住
氏は男鹿市での起業の経緯や新
ジャンルの酒造りをはじめとし
た各事業を紹介し、「世界中の人々が男鹿を酒の聖

地として訪れる未来を
つくるために構想した3
つの事業（日本酒特区の
新規創出、男鹿酒シティ
構想、地域の未来を担う
人材創出）を実現してい
きたい」と述べた。

資金繰りの悩みに対応
～新型コロナ資金繰り個別相談会～

12／5

新型コロナウイルス関連融資の元金据置期間が終
了し、返済がスタートした事業者の資金繰りを支援
するため、秋田県信用保証協会と㈱日本政策金融公
庫秋田支店と連携し個別相談会をイヤタカにて開催。
返済難や借換など、資金繰りに課題を抱える事業者
の相談に対応した。

【機関別対応状況】

機関名 対応件数 相談業種

秋田県信用保証協会 3件
教育業・卸小売業・
理容業

日本政策金融公庫 2件 卸小売業・建設業

本相談会は今年度 3回目の実施。合計 18件の相
談に対し、追加融資のほか、返済条件緩和の提案、
経営改善に向けた助言等の対応を行った。

相談会に参加した事業者からは、「業績の落ち込
む中、間もなく始まる返済で資金繰りが厳しくなる。
解決の糸口となる相談ができたため良い機会となっ
た」「新規事業の資金計画を改めて見直すきっかけと
なった」との声をいただいた。

第 2 部交流会の様子

創立50周年記念講演・記念式典・祝賀会
～秋田商工会議所青年部～

12／11

記念講演および記念式典をあきた芸術劇場ミルハ
スで、祝賀会を秋田キャッスルホテルでそれぞれ開
催した。

記念講演では、秋田市出身で日
本ラグビーフットボール協会会長
の土田雅人氏が「スポーツが地域
へもたらすチカラ」と題し講演。
2035年ワールドカップ秋田市開
催への誘致活動を行っており、開

催を通じて地元を盛り上げたいと述べた。
その後行われた記念式典では、過去10年間の歴代
会長8名（第14代～第21代）に対し、感謝状や記念品
を贈呈した。江畠会長は「50年紡がれてきた青年部
の歴史をしっかりと受け継ぎ、地域を支える青年経
済人として、秋田の未来を築くために活動していく」
と挨拶し、また、7月・9月の豪雨災害時、全国各地
の青年部から数々の支援
があったことに感謝を述
べた。
記念式典終了後には祝
賀会を開催し、青年部会
員同士の交流を深めた。

岡住氏

土田氏 
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パソコンスキルの向上に！商工会議所パソコン教室 【TEL.827-3265】



第三者承継のポイントと事例を紹介
～事業承継セミナー～

12／11

河合中小企業診断士・社会保険労務士事務所代表
の河合正尚氏と、日本政策金融公庫国民生活事業本
部事業承継支援室長の井上和則氏を講師に迎え、秋
田キャッスルホテルでハイブリッド開催。オンライ
ンを含む31名が参加した。
河合氏は「廃業した企業の約 3割が後継者不足を

理由としている。事業承継は時間
がかかるため、10 年程度の期間
で取り組むことを推奨する。事業
の魅力が無ければ承継は難しいた
め、企業価値を高める経営計画の
策定と実行がポイントとなる」と
解説。

続いて、井上氏が日本政策金融公庫の事業承継マッ
チング支援制度と活用事例を紹介。「譲渡側と譲受側
の各ニーズを踏まえ引き合わせを
実施しており、県内企業の成約実
績もある。後継者募集企業が事業
紹介するマッチングイベントも開
催しているので興味のある方は活
用いただきたい」と述べた。

外旭川地区まちづくり基本計画素案を説明
～第5回商業部会（オープン部会）～

12／20

部会員等46名が参加し開催。
秋田市企画財政部理事兼まちづ
くり戦略室長の多可和幸氏を招
き、「秋田市外旭川地区まちづく
り基本計画（素案）」をテーマに
懇談した。
同基本計画（素案）について、
多可氏が「官民連携によるまちづくり実現のため、
市の上位計画やまちづくり基本構想等を踏まえ、
モデル地区における市の課題解決に向けた取組の
基本的な方針や施設内容等について方向性を明ら
かにするものである」と延べ、官民連携による取
組や地域への経済効果等を説明した。
意見交換では、同基本計画がもたらすマイナス
影響を懸念する出席者からの「勇気を持って本計
画からの撤退を決意すべきでは」との意見に対し
て、「市の課題解決に向けたモデル地区を目指す官
民連携の取組であり、従来の商業施設だけの整備
計画ではない。周辺地域等への波及効果について
は、来年１月の基本計画（案）で具体的に示したい」
と答えた。

部会間の交流を推進
～商業・運輸交通・専門サービス・情報通信合同部会～

12／18

辻󠄀会頭、4部会の部会長ほか 56名が参加し、商
業部会を幹事部会としてイヤタカで開催。
辻󠄀会頭は、冒頭の挨拶で各部会活動を振り返り「今
後も業界のニーズを拾いあげ、会員にとって有益な
部会活動を展開することを期待する」と述べ、「再
生可能エネルギーの活用に向けたカーボンニュート
ラルへの取組みや、豪雨災害被災事業所の支援はも
とより、物価高・人件費コストの上昇を反映した取
引価格の適正化、採用難、事業承継対策に対する中
小・小規模事業者の経営支援など、会頭就任時に掲
げた 5つの重点項目に来年も引き続き取り組むとと
もに、『将来へ向け希望の持てる秋田の創造』へ向け、
会員企業のとともに英知を結集して行動していきた
い」と来年度へ
の決意を新たに
した。
参加者は、部
会の垣根を越え
た活発な会員交
流を通じて親睦
を深めた。

ウォーカブル推進事業について懇談
～秋田市中心市街地活性化協議会～

12／22

31 名が参加し開催。初めに、東北経済産業局建
政部都市・住宅整備課建設専門官の渡辺央氏をゲス
トに迎え、「まちなかウォーカブル推進事業」につい
てオンラインで懇談した。
渡辺氏は、「全国から募集したウォーカブル推進都
市は、秋田市を含む358団体の賛同があった。ポー
タルサイトに各地の担当者の声や事例を掲載してお
り、活動の参考にしていただきたい」と述べた。
続いて、中心市街地活性化プランの関連事業とし
て、佐竹史料館建設工事の概要について伊藤武士事
務長が、千秋美術館のリニューアルオープンについ
て大渕純子事務長がそれぞれ報告した。
また、あきた芸術劇場ミルハス開館 1年の経過状
況について進藤裕人館長が「来館者数は目標を上回
るペースで伸びており、来年度以降も周辺施設や関
係団体と連携したにぎわい創出に取り組みたい」と
説明し、最後に、秋田市
外旭川まちづくり基本計
画（素案）について秋田市
企画財政部まちづくり戦
略室の児玉聡参事が説明
した。

河合氏

井上氏

多可室長
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「マル経融資」をご利用ください。 【経営支援課 TEL.866-6677】



新入社員合同入社式（当所共催）
　2024年３月新規学校卒業者で今春入社予定者を対
象とした合同入社式を開催します。
　◆日　時　3月27日（水）  9：30～11：30
　◆場　所　イヤタカ
　◆申　込　�当所もしくは秋田雇用開発協会ＨＰより

お申込みください。
　◆問合せ　�秋田雇用開発協会事務局
　　　　　　（当所経営支援課）　TEL：866-6677

月日 行事 時間 場所

1/17 カーボンニュートラル加速化
に向けた講演会

10：00～ 秋田県庁第二庁舎
8階大会議室

12/20 秋田異業種交流会新年会 18：00～ 料亭濱乃家

1/22 女性起業家大賞表彰式・新年
祝賀会

15：00～ 秋田キャッスル
ホテル

1/23 外国人材受入れセミナー 13：30～ ホテルメトロ 
ポリタン秋田

1/25 情報通信部会（オープン部会） 14：30～ ＡＮＡクラウン
プラザホテル

1/26 インボイス制度対策セミナー 14：30～ ＡＮＡクラウン
プラザホテル

1/29 常議員会 11：00～ ホテルメトロ 
ポリタン秋田

議員懇談会 12：00～ ホテルメトロ 
ポリタン秋田

合同部会新年会
（建設・理財・観光料飲・工業）

18：00～ ＡＮＡクラウン
プラザホテル

1/30 インボイス制度個別相談会 13：00～ 当所１階
相談コーナー

骨材（砂利・砂・砕石等）の販売から各種工事まで

秋  田  支  店 秋田市川尻町字大川反 232-4　TEL 018-823-3791
秋田南営業所 秋田市仁井田字古川向 144-1　TEL 018-839-9211
本　　　　社 湯沢市字鶴舘 39-4　　　　　  TEL 0183-73-0188
Ｕ 　Ｒ　 Ｌ http://matsuda-group.jp/

〒 010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp

あけましておめでとうございます
本年も皆様のお役に立てますよう社員一同

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。

新議員さんの横顔

株式会社ドリームリンク

代表取締役  村上 雅彦 氏

弊社は「秋田の食文化を全国へ発信する」
という理念のもと 2000 年に創業致し、北海
道から九州まで 81 店舗の飲食店を展開致し
ております。また「利益を地域社会の為に使
う」という考えのもと、秋田の大切な伝統文
化でありながら後継者不在で廃業においこま
れそうであった酒蔵や老舗などの営業を継続
させる為に傘下におさめて参りました。現在
は「秋田発のフランチャイズ本部事業」の構
築を致しており本年後半より全国へ展開をし
て参ります。フランチャイズ展開が本格化し
ていくと本部がある秋田市には多くの人が集
まることになりますので、その方々に秋田の
良さを感じて頂き、秋田の食材や資源を売り
込むなど様々な形で地域に貢献できる企業を
目指して参ります。

ご承知の通り、外食産業は 3 年にわたり
コロナ禍の影響を大きく受けましたが、3 年
の間に取り組んだ不採算店舗の整理や経費削
減などの効果もあり、現在はコロナ以前の業
績を上回る経営が出来ておりますので、地に
しっかりと足を着け、弊社が更に少しでも秋
田のお役にたてるように様々な角度から取り
組んで参りますので会員のみなさまのご指
導、ご鞭撻の程どうかよろしくお願い申し上
げます。
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会員向けメールマガジン配信中！経営に役立つ情報をお届けしています
ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】
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鏡開き鏡開き

県民歌斉唱県民歌斉唱

佐竹敬久知事　祝辞佐竹敬久知事　祝辞 穂積志市長　祝辞穂積志市長　祝辞

（公社）秋田青年会議所　（公社）秋田青年会議所　
宇佐見康人理事長　乾杯宇佐見康人理事長　乾杯

正副会頭・専務理事お出迎え正副会頭・専務理事お出迎え

秋田商工会議所青年部秋田商工会議所青年部
江畠勝志会長　中締め江畠勝志会長　中締め

人口減少問題への取り組みに注力
2024年　新年祝賀会
当所恒例の新年祝賀会を1月5日に秋田キャッスルホテルで開催。会員・来賓ら約570名が一堂

に会した。辻󠄀会頭は「希望の持てる秋田の創造へ向け、会員企業とともに英知を結集して行動してい

く」とあいさつ、年末に国立社会保障・人口問題研究所が発表した人口推計に触れ、「全国最大の減少

率となるショッキングな内容、もはや人手不足を採用で補う考えでは解決できる問題ではない。全

国一と予想されているからこそ、人口減少問題に力を入れて取り組む」と述べた。4年ぶりに通常開

催となった会場では、参加者が新年のあいさつを交わし、新たな年の始まりを寿いだ。

祝宴祝宴




